日清・日露戦間期における鐘淵紡績株式会社の労務管理について by 矢倉 伸太郎


























(1 ) 高村直助『日本紡績業史序説下』塙書房，昭和46年， 38'"'-'40ページ。



































(3) Ii'同業聯合会報告』第61号， 30年10月， 1 ページ。

































(5) 同業聯合会編刊『紡織月報』第 7 号， 25年 7 月， 37........39ページ。
(6) 同業聯合会編刊『第五回定期聯合会議事録~ 25年 8 月， 77........78ページ。
(7) 同業聯合会編刊『第六固定期聯合会議事録~ 26年 4 月， 12........13ページ。
(8) W大阪朝日新聞~ 26年 4 月 26 日。
(9) 同業聯合会編刊『決議要領~ 29年 8 月， 12ベータ。
-161 ー
矢倉伸太郎










































その後の25年頃の同社の職工対策について『東京日日新聞~ (25年 2 月 4 日 ""5 日〉はつぎ
のように伝えている。



























2. 33年 2 月以後の労務管理




36年 5 月 1 日付回章によれば幼児保育料補助の目的は「熟練工女ヲシテ永ク勤続セシムルニ
アリテ熟練ノ価ハ甚ダ高キモノナルガ故ニ小生ノ、幼児保育料ヲ補給スルハ有効ナリト信」じる




補助を受けている人は36年 2 月で 105 人あり， 35年 8 月からの延人数は 738 人であった。補助
表 1 主要労務管理策
番号!回章通達年月| 項 目 目 的








6 , r兵庫の汽笛J を発行 (意思疎通〉
7 |昼夜食事時間30分問機械の運転停止を制度化











金は 1 カ月に付男児 2 円50銭，女児 2 円であり，硫綿，初紡，精紡と仕上の 4 科に所属する人
に限られていた。また妊娠・育児のため退社した人で、この補助により再入社した人が26名おり








ことであった。白米の交付高は未払賃金の残高内であり 1 回 1 人 1 斗限りで、あった。
(4) 衛生基金創設

































36年 6 月 12日付回章によれば勤続加給とは「満期後勤続スル女工ニ手当金給与」することで
ある。この目的は「熟練ヲ積ミタル良女工ヲ引留ムル方法ノートシテ適当」なものであった。
この時武藤は中島支店ヘ内規を提示しているがこれによると 3 カ年の契約期間後更に 2 カ年の
勤続契約をする入には当人の技偏により月額30銭'"'-'1 円の範囲で手当金を支給するとなってい
































年12月 23 日付回章で女工向けに「絵入新聞」を37年 1 月 15 日に第 1 号を発行するとした。
(10) 昼夜食事時間30分問機械の運転停止を制度化






































れ社宅居住者には好評であると 36年 8 月 13 日付回章は述べている。また強制貯金についても37
年 2 月 19日付回章によれば各店共実施に向って行動するよう指示している。なお兵庫支店では
保信金を 2 倍にして37年 3 月より実施する計画といわれていた。
回男工採用規定制定(兵庫支店)
36年10月 9 日付回章によれば兵庫支店では無経験の男工を採用する場合に彼らを永年勤続さ





37年 5 月 6 日付回章によればクルップ社を模範として病災基金組合と名付けた。つまり疾病，
負傷と死亡時の救済を目的とし，会社の全従業員が加入の上それぞれの月給又は日給月額の
100 分の 2 を保険料として払込むものであった。これが最初の案であった。
その後37年10月 31 日付回章によればこの病災基金組合に年金基金を組み入れて欲しいとの要
望が出されたため新たに考えられた病災及年金基金組合案が提示された。この基金の目的は病
災，老衰，負傷時の救済と年金支給であった。そのため保険料は 100 分の 3 となった。これが
つぎの案であった。
そして鐘紡共済組合案が第 3 の案として38年 5 月 8 日付回章で提示された。これが最終案と






名 称| 鐘紡共済組合(案〉 鐘紡共済組合(確定〉
会社との関係|会社の保護監督を受ける |会社の保護監督を受ける
目 的|病災，老衰，負傷時の救済と年金支給 |病災，老衰，負傷時の救済と年金支給
組 メ口』 員|名誉組合員，特別組合員と通常組合員 |名誉組合員，特別組合員と通常組合員
病気救済 欠勤後 4 日目より従来の日給の半額支給 欠勤後 4 日目より従来の日給の半額支給
病院に入院時は上記の給付金は病院に支給 病院に入院時は上記の給付金は病院に支給
支給期間は通常 3 カ月(但し 5 カ年勤続者 支給期間は通常 3 カ月(但し 5 カ年勤続者
には 5 カ月〉 には 5 カ月〉
負傷救済 負傷当日より医療費の全額支給 負傷当日より医療費の全額支給
従来の日給の全額支給 従来の日給の全額支給
死亡救済 葬式料: 15円以内 葬式料: 15円以内
遺族扶助料: 100円以内 遺族扶助料: 100円以内
但し負傷時葬式料: 15，...._，30円 但し負傷時葬式料: 15，...._，30円
遺族扶助料: 100，...._，500円 遺族扶助料: 100，...._，500円
年金救済 在職中支給:男子-10カ年勤続 在職中支給:男子-10カ年勤続




女子当時の給料の100分の 10 女子当時の給料の100分の 10
加給:勤続 1 年毎に100分の l 加給:勤続 1 年毎に100分の 1
その他の救済|一家の家計が非常に困難な時 |一家の家計が非常に困難な時
保 険 料|月給または日給月額の100分の 3 |月給または日給月額の附の 3
役員の待遇|無給 |無給
保険料の保管|会社に預入(利子は 8 朱〉 |会社に預入〈利子は 8 朱〉
保険料の返還 中途脱退時に未救済ならば 契約年限勤務し未救済ならば
払込み保険料の 3 分の l 以内を返還 払込み保険料の全額を返還
3 カ年勤続の男子で、家督相続のため中途脱 3 カ年勤続の男子で家督相続のため中途脱
退の場合払込み保険料の幾分を返還 退の場合払込み保険料の幾分を返還
資 料|明治38年 5 月 8 日付回章 |鐘紡共済組合定款(明治38年 6 月〉








社を勧誘したことが38年 6 月 15日付回章により知ることができる。
(15) 特選職工制度内規制定(熊本支店)





















であり又幼児の保育であった。収容児は満 3 才以上満 6 才以下であり保育時聞は午前 9 時~午
後 2 時，費用は一切無料で会社負担であった。
なお，前述の幽の保育舎との関係については資料不足のためよくわからない。





































































まず勤続年数であるが， 35年 6 月の同業聯合会総会での武藤の発言によれば，鐘紡では平均
1. 5 年であった。その後43年 3 月 7 日付回章によれば42年12月末で平均 2.1 年であった。 これ
を単純に比較すれば 0.6 年増加している。しかしこれには色々な要因が影響するため単なる目
安として考えねばいけないが，労務管理によることも一因と考えられよう。









本稿は平成 5 ・ 6 年度科学研究費補助金一般研究 (B) rわが国綿紡績企業経営の統計的研
究J (課題番号05451107) による研究成果の一部である。
回章をはじめとする鐘紡株式会社の資料に関しては同社社史資料室がその閲覧，調査，収集
に便宜をはかつて下さると共に同室元室員の野村辰巳様と津達夫様からは種々ご教示賜わりま
した。
また本学経済学部の先生方には細部にわたって種々ご教示いただきました。
末尾ながらお礼申し上げます。
当然のことながら本稿のありうべき誤りは全て筆者の責任である。
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